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■第3回および第4回技術検討部会における主な指摘・意見の一覧

指摘・意見 内容・対応状況

播
磨
沿
岸

5.5
現在気候の設計高潮位が過
小評価となっていないかの
確認

設定方法の違いにより、現在気候の設計高潮位が、現行計画よりも過小評価となっていないか
とのご指摘に対して、p.20に現在気候の設計高潮位は、将来気候から0.5mを差し引いた値であ
ること、また現行計画と比較して過小評価となっていない旨を追記

淡
路
沿
岸

3.2
3.3

高潮推算の再現性の精度に
ついて

高潮推算の再現性で、紀伊水道側が若干過小評価になっているため、誤差の程度を記載した方
が良いとのご指摘に対し、p.9に誤差の程度「推算結果に20～30㎝程度の誤差があることに留
意」を追記

5.5 将来気候の計画外力（潮位
偏差）の設定について

由良の設計高潮位について、現行は大阪湾側の⑬と同様の区分で設定されていたが、成ヶ島内
側については周辺と比べて潮位偏差が高い傾向にあるため、第5回資料で方針を示した

6.2 津波水位の結果と潮位エリ
ア区分との対応について

p.38記載の潮位エリア⑨～⑬とp.32～37の津波水位グラフとの対応が分かりにくいとのご指摘
に対し、p.32～37に対応（エリア⑨～⑬）を追記
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潮位区分エリア
⑨～⑬との対応
を追記
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